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株式会社グローバルキャスト 

 消費者それぞれにあったインフラサービスや教育を提供する事業を展開する株式会社グローバルキャス
ト（所在地 ： 愛知県名古屋市中村区、代表取締役 川口 英幸）は、教育事業ブランド「G-VaLEd」にて9
月より、ドローンを活用した学びコンテンツの提供を開始いたしました。 
 業界初となるオンラインでのドローン検定対策講座やドローンレース入門講座等を受講いただけます。
今後さらなる市場拡大が予想されるドローン業界ですが、そのニーズに合わせて「ドローン操縦士」の育
成裾野を拡げる目的で、日本で一番提供されている検定試験「ドローン検定」の対策講座と、小さなド
ローンを使って楽しめる「ドローンレース」の入門講座を用意しました。 
 今後、業務活用講座等のドローン操縦士育成に必要なコンテンツのさらなる拡充を行っていく予定です。 
 （公式サイト プロペララボ／URL：https://propeller-labo.com/） 
 

― 国内ドローン市場503億円！ドローンパイロット需要急上昇― 

株式会社グローバルキャスト 教育事業ブランド「G-VaLEd」にて 

e-ラーニング学習型 ドローン講座『Propeller Lab』開講 
趣味から業務まで幅広いドローン学習コンテンツの展開を目指す 

URL：https://propeller-labo.com/ 

特長 

空いている時間で、いつでもどこでも何度でも受講可能！ 
 
充実した内容のテキストと分かりやすい動画でプロペララボ(URL：https://propeller-labo.com/)なら
合格への近道！ 
 
1．動画を中心に分かりやすい内容 
2．ドローン検定対策講座には模擬問題（3回分）も入っているので、合格するために必要な内容が分か
りやすく収まっています。 
 
当教育コンテンツは、e-ラーニングでドローン検定「無人航空従事者試験」を学習することができる唯一
のサービスです。 
オンライン講座なので、通勤・通学時間などの時間を使って、インプット「映像授業」・アウトプット
「テスト」を繰り返し行うことができます。 
学習したい時にすぐに学習環境を作ることができるので、効率的に学習をすすめることができます。 



【会社概要】 
グローバルキャストはクライアント（企業）とマーケット（市場）を繋ぎ、マーケットへ、より豊かな暮らし
を届け続ける「コンシェルジュテクノロジーカンパニー」です。みなさまの暮らしをテクノロジーを活用しな
がら豊かにする、コンシェルジュのような存在を目指します。 
 
会社名  ： 株式会社 グローバルキャスト 
代表者  ： 代表取締役 川口英幸 
設立     ： 2008年2月20日 
資本金  ： 88,675,000円 
事業内容： 業種特化型 BPO サービス事業 
├ダイレクトマーケティング 
├コンタクトセンターソリューション 
├多言語コミュニケーション 
└デジタルマーケティング 
教育・人財開発事業 
所在地  ： 愛知県名古屋市中村区平池町4-60-12 グローバルゲート 14F 
URL     ： http://global-cast.jp/ 

ドローン検定 無人航空従事者試験 ３級 /４級 対策講座 
受講料         ： 19,440円 
学習目安時間： 4時間 
難易度の目安： ドローン未経験者・ビギナー 
講座のゴール： ドローン操縦者が知っておくべき基礎知識が学べます。 
学べる内容   ： 
試験対策はもちろんのこと、ドローンを取り扱うすべての人が受けておきたいオンライン講座です。 
ドローン検定無人航空従事者試験３級と４級に対応したオンラインテストも収録しています。 

ドローンレース入門講座 
制作編 ： 受講料 6,480円 学習目安時間 4時間 
設定編 ： 受講料 6,480円 学習目安時間 2時間 
学べる内容： 
はじめたいけど、始め方がわからない。はじめたけど、相談する人がいないなど、わからなかったドロー
ンレースの世界をわかりやすく学習することができます。 
講座は制作編・設定編・練習編3つにわかれています。制作編では、レース用ドローンを構成するパーツ
の紹介や組み立て方、注意点などを学習していきます。設定編では、作成したレース用のドローンをプロ
ポ（送信機）にバインドし飛行可能な状態までにする方法を学習していきます。操縦練習編では、空撮用
ドローンと操縦感覚が違うため飛行前にシミュレーターを使いきちんと操縦方法を習得する方法を学習し
ます。操縦実践編では、制作したレース用ドローンを飛ばします。シミュレーターとの違いや練習方法な
どを学習します。 

講座概要 

これからのドローン市場 

急上昇するパイロットの需要 
産業用パイロットの需要は2020年には１４万人以上が必要と言われています。 
現在、手軽に空撮が楽しめたり、有人飛行機よりもはるかに簡単に飛行できたり、ドローンならではのメ
リットもたくさんあり、単に趣味で何台ものドローンを所有している人もたくさんいます。 
そんな中、自由にドローンを飛ばすことによる弊害が問題なることも多く、プライバシーの保護や、事故
などの危険性の面など、考えなければなりません。 
ドローンに関する技術は飛躍的に進歩しており、今後はさらに多方面での活躍が期待され、農薬散布や、
離島への配達など、今後急激に、実用的なパイロットの需要が高まっていきます。 


